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■小学生の夏休み、クラブ活動の迎え
に来てくれた祖父の車で聞く「子ども
科学電話相談」のラジオが大好きでし
た。毎年夏が来ると、ラジオが流れる
祖父の車から見た、道路脇のツリフネ
ソウを鮮明に思い出します。■年々、
夏の暑さが増しているように感じま
す。我が家の愛猫も、急な暑さに体調
を崩してしまいました。しっかりと対
策をして、今年も暑い夏を乗り切りま
しょう。（藤田）

編集後記

［広報］ ７

ＳＮＳでも情報配信中
村公式アカウントはコチラ

I nstagramFacebook Line

J u l y
2025 No.855

令和７年７月１日発行

藤元駿
しゅんと

斗さん緑川瑠
る あ

愛さん

わたしの将来の夢は、小学校の支え

ん員の先生です。きっかけは星喜
子先生です。私は、１、２年生の時に星
先生に指導してもらいました。とても優
しく、そして時に厳しく指導してもらえた

ことをよく覚えています。星先生は私の

あこがれです。星先生みたいに素敵な支
えん員の先生になれるように、今から努
力したいと思います。

わたしのあこがれ ぼくの目標

ぼく・わたしの夢 鮫川小学校６年生の児童に将来の夢を教えてもらいました。
〔 第95回 〕

ぼ
くの目標はバレーボールの練習をが

んばることです。ぼくはレシーブが苦

手なので、練習をして上手くなりたいです。

スパイクは、ステップをしっかりして相手

のコートにバシッと打ち込めるようになり

たいです。サーブは得意なので、ねらった

所に無回転できめて、もっとチームの勝利

にこうけんしたいです。

［広報］

Public Relations
SAMEGAWA

今月の表紙 / 鮫小５年生が田植え

　６月４日（水）、鮫小５年
生が田植えを行いました。
講師に進士陽平さん（葉貫）
を迎え、１年を通してお米
作りを学びます。泥だらけ

になりながら、はだしで田
植えを行った児童。真っ黒
に汚れた洋服は一生懸命頑
張った証ですね。

義務教育学校さめがわ学園（仮称）
開校に向けて

■小特集

熱中症予防をして暑い夏を
乗り切りましょう

■熱中症に負けない夏
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開校に向けて　今、デジタル化により、社会や経済が大
きく変わる可能性を秘めている反面、人と

の繋がりが希薄になり、いじめや不登校な

どで、人生で一番楽しめる時期に学校に通
えない子どもたち、多忙なスケジュールの

中で学校と自宅の往復だけとなり、心の豊
かさを育むことができない子どもたちが増
えています。こうした子どもたちが自然と

触れ合うことができる教育環境づくりが必
要だと思います。特に自然の中で土に触れ

ることは、人のやる気を起こさせ不安な気
持ちを抑制する働きを持つセロトニンとい

う物質を増やす効果があることが分かって

います。また、情報機器に頼らず、人と人
との関わりを充実させることは、集団生活
や社会生活における決まりやルール、約束
などの規範に基づき、判断や行動しようと

する意識の醸成に強い関係があるとも言わ

れています。
　これらのことから、自然や人との触れ合
いを通して、自然と共生することが心身の

健康づくりに大変重要であると考えます。
人の心を癒してくれる里山景観や生物多様
性など、鮫川村の豊かな自然環境の中で学
ぶことは、学力と心身の健康においても大
変意義があるものです。村の子どもたちが

未来に向けて夢を抱ける、そして環境にも

特化した学校、さらには災害時にも活用で

　　　　　　きる学校施設の建設に向けて

　　　　　　計画を進めて参りますので村
　　　　　　民の皆さまにはご理解とご協
　　　　　　　　　　力をお願いします。

　

義
務
教
育
学
校
と
は
︑
平
成
28
年

施
行
の
﹁
改
正
学
校
教
育
法
﹂
で
設

置
可
能
と
な
っ
た
新
た
な
学
校
で
︑

小
学
校
と
中
学
校
の
９
年
間
を
一
体

的
に
教
育
す
る
学
校
の
こ
と
で
す
。

全
国
で
は
令
和
７
年
６
月
１
日
現
在

で
２
４
０
校
︑
福
島
県
内
で
は
10
校

が
義
務
教
育
学
校
と
し
て
開
校
し
て

い
ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
で
は
児
童
生
徒
が

９
年
間
を
通
し
て
同
じ﹁
教
育
方
針
﹂

と
﹁
教
育
目
標
﹂
の
も
と
︑
全
教
職

員
が
共
通
認
識
を
持
っ
た
う
え
で
教

育
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
︑
義
務
教
育
学
校
で
は
︑
独

自
の
教
科
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
︑
地
域
の
特
性
や
学
校
の
教
育
目

標
に
合
わ
せ
て
︑
新
た
な
教
科
を
開

発
・
導
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

９
年
間
を
﹁
一
つ
の
義
務
教
育
﹂

と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
︑
よ
り
質
の

高
い
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
﹁
つ

な
ぐ
教
育
﹂
の
取
り
組
み
を
活
か
し

な
が
ら
︑
義
務
教
育
学
校
な
ら
で
は

の
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

　

　

　

　　

村
全
体
の
人
口
減
少
と
と
も
に
︑

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
︑
小
・
中
学
校
に

お
け
る
園
児
︑
児
童
生
徒
も
減
少
し

て
い
ま
す
。
小
学
校
は
１
０
０
人
を

切
り
︑
中
学
校
で
も
数
年
後
に
60
人

を
切
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
︑
児
童
生
徒
数
の
維

持
と
適
正
な
学
校
規
模
の
確
保
が
課

題
で
す
。

　

村
は
こ
れ
ま
で
も
︑
少
人
数
の
園

児
・
児
童
生
徒
数
の
状
況
を
踏
ま
え
︑

幼
保
小
中
学
校
間
で﹁
つ
な
ぐ
教
育
﹂

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
鮫
川
村
で

夢
と
希
望
を
持
っ
て
学
び
続
け
ら
れ

る
学
習
環
境
を
さ
ら
に
整
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
︑
学
校
教
育
施
設
の
老
朽
化

も
進
み
︑
小
・
中
学
校
と
も
に
耐
用

年
数
の
60
年
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
考
え

る
う
え
で
︑
校
舎
の
改
築
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
︑
計
画
的
に
整
備
を
行

う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
施

設
の
老
朽
化
と
い
っ
た
課
題
を
踏
ま

え
︑
小
中
一
貫
教
育
で
あ
る
義
務
教

育
学
校
の
検
討
が
令
和
３
年
度
か
ら

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

進
む
人
口
減
少
と

教
育
施
設
の
老
朽
化

鮫川村長

宗田 雅之

自然と共生し心身ともに

健康な子どもたちを育てる

Chief　Interview
教
育
の
幅
を
広
げ
る

義
務
教
育
学
校
制
度

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

７
年

８
年

９
年

前期課程 後期課程

〇義務教育学校の教育制度のイメージ 

　柔軟な教育を行える「義務教育学校」が持
つ可能性は幅広く、新たな環境に馴染めず不
登校の原因となる「中１ギャップ」の解消
や、さまざまなカリキュラム編成による学力
向上、小・中学校の枠を超えた乗り入れ指導
を行うことが可能になります。

入学 進級

校長・教職員・教育方針などを
一本化し９年間を一つの義務教
育として捉えます。

卒業

校庭
（200ｍトラック）

農園

国道 349号

さめがわ学園（仮称）

義務教育学校

開校に向けて
さめがわ学園（仮称）

義務教育学校

少子化、そして教育施設の老朽化が進んでいます。
これらの対策が必要となる中で動きだした「義務教育学校」の設立。
今月号では住民説明会で示した義務教育学校の概要をお伝えします。

※プロポーザル時のイメージ図。
　今後変更する可能性があります。

多目的ホール

図書館
地域連携施設

特別教室

こどもセンター

（平屋）

管理棟

義務教育学校
（普通教室）

体育館
(避難所）
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代表 田畑建一さん

来るべき 100年を象徴する学び舎を

（株）田畑建築設計事務所

　鮫川村 100年の大計である本計画にお

いて、設計者という重要な役目を与えて

いただきました。AIの登場で社会の行
く先に希望と同時に不安もある中、今こ

そ求められるのは人間ならではの「知恵」
だと思います。知恵は考える力であり、
それは読む力＝読解力が培い、その読解
力は、読書習慣によって培われます。本

が身近な環境にあるかが今後の世の中を

タフに渡っていく力を左右する気がしま

す。15歳までの大切な時間を過ごす新
しい教育施設に、知の集積である図書館
機能を充実させるという今回の計画は、
まさに知恵を培う新しい学び舎の可能性
を示唆します。来るべき 100年を象徴す

る学び舎を創り出したいと思います。問教育課義務教育学校等開設準備室　☎４９-３１５１

　５月 29日（木）に村公立学校複合施設建設に係る住民説
明会を開催しました。およそ 80人が参加
し、施設に関する質疑応答では多くの質問
が挙がりました。
　また、施設建設に係る疑問点やご意見な

どをオンライン上で受け付けています。い

ただいたご意見・ご要望は、すべて目を通
し計画の参考にします。

▲ご意見などはこちら

多くの村民が参加した住民説明会

総額▶約　  億円

過疎債「公共施設マネジメント特別分」
要望額▶約　  億円

国・県補助金
▶約　  億円

村の実質負担
▶約　億円

過疎債の   割が地方交付税措置
▶約　  億円 返還不要

〇義務教育学校「さめがわ学園（仮称）」概算予算イメージ
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29 20

９ 20
７

　　

義
務
教
育
学
校
建
設
に
係
る
総
事

業
費
は
︑
現
時
点
で
お
よ
そ
49
億
円

を
見
込
ん
で
お
り
︑
こ
の
う
ち
20
億

円
を
国
・
県
の
補
助
金
に
よ
っ
て
賄

い
︑
残
る
29
億
円
を
過
疎
対
策
事
業

債
︵
過
疎
債
︶
で
借
り
入
れ
る
予
定

で
す
。

　

過
疎
債
は
︑
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
た
市
町
村
が
活
用
で
き
る
地
方
債

で
︑
元
利
償
還
金
︵
返
済
額
︶
の
う

ち
70
％
が
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
た
め
︑
村
の
実
質
的
負
担
は
30
％

に
抑
え
ら
れ
る
有
利
な
財
源
で
す
。

　

こ
う
し
た
過
疎
債
や
国
・
県
の
補

助
金
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
義
務
教
育
学
校
建
設
に
係
る

費
用
お
よ
そ
49
億
円
の
う
ち
︑
村
の

実
質
的
な
負
担
は
全
体
の
18
％
︑
金

額
に
し
て
９
億
円
と
な
る
想
定
で

す
。

　

ま
た
︑
こ
の
他
に
建
設
予
定
地
の

用
地
取
得
や
敷
地
造
成
な
ど
に
係
る

費
用
も
︑
別
途
発
生
す
る
見
込
み
で

す
。

　

今
後
も
村
の
将
来
の
財
政
状
況
を

十
分
に
見
据
え
な
が
ら
︑
村
の
財
政

負
担
が
可
能
な
限
り
少
な
く
な
る
よ

う
︑
慎
重
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

気
に
な
る
村
の

財
政
負
担

図書館や公民館などの公共施設との複合
施設の建築を予定しているが、子どもた

ちがいる場所へ一般の人が立ち入れるこ

とに対する防犯対策は？

公民館の受付や職員室からの視認性を確
保しており、入口には大人がいる部屋を

配置しています。また、地域開放ゾーン

と学校ゾーンを分ける鍵のシステムも検
討中です。先進事例を参考にしながら、
村にあった方法を検討します。

Ｑ1.

A .

Ｑ2.

A .

村の人口減少も進み、出生率も下がって

いる。10年後、20年後の児童数はどう

なるのか？空き教室ができてしまわないか

心配している。

令和７年５月の人口統計を基に児童数を算
出しています。将来児童数が想定より減少
することも考えられますが、村が存続する

限り学校は必要。既存の施設の老朽化も進
み建て替えは避けられません。空き教室の

利活用は先進事例を参考に検討します。

こどもセンターと小・中学校が隣接する

ことで弊害は起きないか？例えば、学校
のチャイムでお昼寝中の園児が起きてし

まったり。すべての子どもたちがのびの

び過ごせる環境にして欲しい。

今後の施設運営で検討します。すべての

子どもたちがのびのび過ごせる環境を目
指します。

Ｑ3. Ｑ4.
こどもセンターで体育館を利用する場合、
距離があるように感じる。すぐに行ける

ように配置を検討した方がよいのでは？

細かい配置などについては、今後さらに

こどもセンターと小・中学校の先生方、
関係各署の意見を取り入れながら、最終
的に決定していきます。実情にあった造
りとしていきたいです。

その他、このようなご意見をいただいています。
　　

村
は
令
和
10
年
度
の
開
校
を
目
指

し
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
︑
開

校
時
期
が
遅
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
︑
建
設
予
定
地
で
あ

る
修
明
高
鮫
川
校
の
校
舎
解
体
工
事

が
令
和
９
年
２
月
ま
で
か
か
る
見
通

し
に
な
っ
た
こ
と
︑
令
和
８
年
に
策

定
を
予
定
し
て
い
る
造
成
実
施
計
画

に
伴
い
行
う
︑
国
道
３
４
９
号
と
接

続
す
る
国
有
地
の
譲
渡
に
係
る
事
務

手
続
き
に
︑
１
年
以
上
の
期
間
を
要

す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
で
す
。

　

村
は
早
期
開
校
に
向
け
︑
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
進
捗
状
況
は
︑

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
校
に
向
け
た

今
後
の
予
定

施設基本設計：建物
施設実施設計：建物
造成基本設計：敷地
造成実施設計：敷地
国道敷払下げ：敷地
造成工事　　：敷地
建築工事　　：建物

開校

今後の実施内容

※予算は今後の検討により変更となる可能性があります。

開校に向けて
さめがわ学園（仮称）

義務教育学校

後世への負担にな

らないよう管理方
法も考えて設計し

て欲しい。

今のこどもセンターと

同数以上の園児用遊具
の設置を望む。災害時
の避難場所として利用
できるような機能があ

ると良い。

空いた教室や部屋を

一般の人も活用でき

るようにして欲しい。

学校、給食施設を地域
の食育拠点としても活
用し、高齢者や地域住
民との世代間交流など

への展開も視野に入れ

た持続可能な公共施設
を整備して欲しい。

A .

A .

食と農の教育の充実。本
村の基幹産業である農業
を体験できる学校を望む。

学校づくりに関するＱ &Ａ

4
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熱中症に負けない　

　

　

子
ど
も
の
熱
中
症
に
も

注
意
が
必
要

　

子
ど
も
は
︑
汗
を
か
く
な
ど
の
体

温
調
節
機
能
が
未
発
達
の
た
め
︑
体

に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
︑
大
人
よ
り

暑
さ
に
弱
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
︑
子
ど
も
は
体
に
異
変
が
起

き
て
も
自
分
で
気
づ
か
な
い
こ
と
が

多
く
︑
周
囲
の
大
人
の
目
配
り
と
適

切
な
熱
中
症
対
策
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

高
温
・
多
湿
・
無
風
環
境
に

要
注
意

　

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
環
境
は

﹁
高
温
・
多
湿
・
風
が
な
い
︑
ま
た

は
弱
い
﹂
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
家
の
中
に
い
て
も
︑
高
温
・
多

湿
で
あ
れ
ば
︑
熱
中
症
に
な
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
室
内
に
い
る
か
ら

と
い
う
油
断
は
危
険
で
す
。

　

暑
い
夏
は
毎
年
や
っ
て
来
ま
す
。

昔
の
夏
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
暑

さ
が
今
年
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
︑
適
切
な
予
防
方
法
を
知
っ

て
い
れ
ば
︑
熱
中
症
は
防
げ
る
病
気

で
す
。
今
年
の
夏
は
︑
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
︑
し
っ
か
り
と
対
策
を

取
り
︑
熱
中
症
に
負
け
な
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
暑
い
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

す
。
例
年
、
梅
雨
が
明
け
る
７
月
か

ら
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
者
数

が
増
加
し
ま
す
。
全
国
的
に
毎
年
多

く
の
人
が
熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬

送
さ
れ
て
お
り
、
熱
中
症
は
決
し
て

侮
っ
て
は
い
け
な
い
病
気
で
す
。

梅
雨
明
け
か
ら

増
加
す
る
熱
中
症

　

鮫
川
村
を
含
む
白
河
消
防
本
部
管

内
で
も
︑
梅
雨
明
け
の
６
月
・
７
月
・

８
月
に
か
け
て
熱
中
症
︵
疑
い
を
含

む
︶
に
よ
る
救
急
搬
送
が
増
え
て
い

ま
す
。
村
内
で
も
︑
今
年
度
す
で
に

２
人
が
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
潜
む

熱
中
症
の
危
険
性

　

熱
中
症
は
︑
体
内
の
水
分
や
塩
分

︵
ナ
ト
リ
ウ
ム
︶
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
︑
体
温
調
節
機
能
が
働
か
な

く
な
り
︑
体
温
が
上
が
り
続
け
て
し

ま
う
状
態
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
︑
立

ち
く
ら
み
や
頭
痛
︑
吐
き
気
︑
ひ
ど

い
場
合
に
は
け
い
れ
ん
や
意
識
を
な

く
す
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引

き
起
こ
し
︑
最
悪
の
場
合
は
死
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熱中症になりやすい高齢者と子どもの特徴と予防のポイント

Check

高齢者の特徴
　体の中の水分の割合が少なくなって

いることに加え、体温を下げるための

体の反応が弱くなっており、自覚がな

いのに熱中症になる危険があります。
　▶喉の渇きを感じにくい

　▶暑さを感じにくい

　▶汗をかきにくい

子どもの特徴

室温をこまめにチェックし、
エアコンや扇風機を活用
喉が渇かなくても水分補給
１日１回汗をかく運動をする

※介護など世話をしている人は、普段
　と様子が違うと感じたら、ためらわ

　ずに医療機関を受診しましょう。

子どもの顔色や汗のかき方を
十分に観察する

こまめに水分補給し、適度に
休憩をとらせる

外出時には熱のこもりやすい
服を避け、帽子をかぶらせる

　

こ
れ
ま
で
︑
熱
中
症
の
多
く
は
︑

暑
い
中
で
の
運
動
や
長
時
間
労
働
が

原
因
で
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
︑
近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
︑
30
度
を
超
え
る
真
夏
日
や
35

度
を
超
え
る
猛
暑
日
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
︑
散
歩
中
や
室

内
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
時
な
ど
︑
日

常
生
活
の
な
か
で
も
熱
中
症
に
な
る

人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に

多
い
熱
中
症

　

熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
患
者

の
多
く
は
︑
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
昨
年
度
︑
鮫
川

村
を
含
む
管
内
で
︑
熱
中
症
︵
疑
い

含
む
︶
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
１
３
３

人
の
う
ち
︑
お
よ
そ
６
割
は
高
齢
者

で
し
た
。

　

高
齢
者
の
特
徴
と
し
て
︑
若
年
層

に
比
べ
体
内
の
水
分
が
不
足
し
が
ち

な
こ
と
に
加
え
︑
加
齢
に
よ
り
暑
さ

や
の・

・ど
の
渇
き
に
対
す
る
感
覚
機

能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
心
機
能
や
腎
機
能

が
低
下
し
が
ち
な
た
め
︑
熱
中
症
に

な
っ
た
際
に
症
状
が
よ
り
重
篤
に
な

り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

夏
令和 6年度白河消防本部管内の

熱中症による救急搬送者数の世代内訳

１３３件

65歳以上

７８件
熱中症による
救急搬送車数

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

5月 6月 7月 8月 9月

令和６年全国における熱中症救急搬送状況
（出典：消防庁報道資料）

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

2,797
7,275

32,806

11,053
10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

43,195

16～ 64歳

4８件

～ 15歳

７件

消防士も水分補給は怠りません。

全体の

およそ 58％が

高齢者です

（件）

0

　体温調節機能が未熟なため、うまく

体温調節ができません。
　▶地面の照り返しにより、高い温度
　　にさらされやすい

　▶汗腺などが未熟
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◎
衣
服
の
工
夫　

　

・
ゆ
っ
た
り
と
し
た
衣
服
に
す
る

　

・
速
乾
素
材
や
軽
く
て
涼
し
い
素

　
　

材
を
活
用

　

・
日
傘
や
帽
子
を
使
う

②
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

　
　

暑
い
日
は
︑
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
じ
わ
じ
わ
と
汗
を
か
い
て
い
ま

す
。﹁
喉
が
渇
い
た
﹂
と
感
じ
る
と

き
に
は
︑
す
で
に
脱
水
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
外
出
時
な
ど
︑
喉
が
渇
く

前
に
意
識
的
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

日
常
生
活
で
は
︑
一
日
に
１
・
２
㍑

の
水
を
飲
む
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
目
安
は
一
時
間
お
き
に
コ
ッ

プ
１
杯
で
す
。
こ
れ
に
加
え
︑
自
身

の
発
汗
量
に
見
合
っ
た
量
の
摂
取
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
カ
フ
ェ
イ
ン
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
飲
料
や
お
酒
は

利
尿
作
用
が
あ
る
た
め
︑
注
意
が
必

要
で
す
。

　

③
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

　
　

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
︑
う
ま

く
汗
を
か
け
な
い
た
め
︑
熱
中
症
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
暑
さ
へ
の

　

　

　

応
急
処
置
が
大
切

体
を
す
ぐ
に
冷
や
す
！

　

熱
中
症
に
な
っ
た
場
合
︑
す
ぐ
に

応
急
処
置
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
ず
は
︑
風
通
し
の
良
い
日
陰

や
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
る
部
屋
な

ど
︑
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
ま
し
ょ

う
。

　

次
に
︑
脱
衣
と
冷
却
で
す
。
衣
服

を
脱
ぎ
︑
体
を
締
め
付
け
て
い
る
ベ

ル
ト
や
ネ
ク
タ
イ
︑
下
着
な
ど
を
緩

め
て
風
通
し
を
良
く
し
ま
す
。
体
の

太
い
血
管
が
あ
る
部
分
︵
下
図
参
照
︶

を
︑
保
冷
剤
や
冷
え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
タ
オ
ル
で
く
る
む
な
ど
し
︑
冷

却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
水
分
補
給
が
で
き
る
場
合

は
︑
で
き
る
だ
け
冷
た
い
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
な
ど
を
飲
み
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
は
汗
で
流
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

を
補
っ
て
く
れ
ま
す
。
意
識
が
は
っ

き
り
し
な
い
と
き
な
ど
は
︑
誤
っ
て

水
分
が
気
道
に
流
れ
込
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
無
理
に
水
分
を
飲
も
う

と
せ
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
点
滴
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
嘔
吐
が

み
ら
れ
た
場
合
も
同
様
で
す
。

　

応
急
処
置
後
は
十
分
に
休
息
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
症
状
が
改
善
し
な
い

場
合
は
︑
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

重症度 症 状 対 処

・めまい、立ちくらみ

・手足のしびれ

・こむら返り

・気分が悪い

・頭がぼーっとする

・頭がガンガンする

・吐き気がする、吐いた

・体がだるい

・集中力や判断力が低下

・意識障害（受け答えや会話
　がおかしい、意識がない）
・体がけいれんする

・運動障害（歩けない）
・体が熱い

・涼しい場所に移動
・安静にする

・十分な水分や塩分を補給

・涼しい場所に移動
・安静にする

・十分な水分、塩分を補給
・衣服を緩め身体を冷やす

・救急車を呼ぶ（119番）

・涼しい場所に移動
・安静にする

・衣服を緩め身体を冷やす

・救急車を呼ぶ（119番）

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

　太い静脈がある部分に、
保冷剤や冷えたペットボ

トルをタオルにくるんで

当て、冷やしましょう。
濡れたタオルを体に当て、
うちわなどで風を送るの

も有効です。

熱中症の症状と重症度分類 冷やす場所

熱中症の疑いがある場合
「応答があるか」がポイントです

　熱中症の疑いがある場合、応答があるかどうかがひとつの判断基準
になります。呼びかけても反応がない、反応が弱いなどの症状が見ら

れる場合は、すぐに 119番（救急通報）をしてください。
　熱中症は適切な予防を行うことで防げる病気です。屋外で作業する

際はこまめに水分補給・休憩を行う、暑い日はなるべく外出しないな

ど、自分の体を守る行動をとりましょう。

藤田倭
わ へ い

平 隊員

棚倉消防署鮫川分署
救急救命士

熱中症になったら？ 予防を徹底しよう！

脇

足の付け根

慣
れ
︵
暑
熱
順
化
︶
は
︑
数
日
か
ら

２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
毎
日
30

分
程
度
の
汗
を
か
く
運
動
︵
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
︶
な
ど
を
し
て
︑
暑
さ
に
慣

れ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
︑
十
分
な
睡
眠
や
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
を
摂
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
汗
と
一
緒
に
出
て
い
く
塩
や
カ

リ
ウ
ム
︑
カ
ル
シ
ウ
ム
は
食
事
か
ら

十
分
に
摂
取
が
出
来
ま
す
。
規
則
正

し
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
︑
熱
中
症
対

策
と
し
て
︑
疲
労
回
復
の
効
果
が
期

待
で
き
る
ビ
タ
ミ
ン
B1
を
し
っ
か
り

と
食
事
か
ら
摂
取
し
︑
夏
の
暑
さ
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

▼
ビ
タ
ミ
ン
B1
を
多
く
含
む
食
材

　

豚
肉
・
ウ
ナ
ギ
・
玄
米
・
発
酵
玄

　

米
・
大
豆
・
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
・
キ
ノ

　

コ
類
・
ソ
ラ
マ
メ
な
ど

水
分
補
給
に
適
さ
な
い
飲
料

コーヒー

お酒

熱
中
症
は
命
に
関
わ
る
病
気
で
す

が
、
予
防
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
工
夫
し
て
暑
さ
を
避
け
る

　◎
行
動
の
工
夫　

　

・
暑
い
日
は
無
理
を
し
な
い

　

・
涼
し
い
場
所
に
避
難
す
る

　

・
適
宜
休
憩
︑
頑
張
り
す
ぎ
な
い

　
◎
住
ま
い
の
工
夫　

　

・
我
慢
せ
ず
冷
房
や
扇
風
機
を
積

　
　

極
的
に
使
う

　

・
湿
度
の
高
い
日
は
除
湿
機
能
を

　
　

活
用

　

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
す
だ
れ
︑
緑
の

　
　

カ
ー
テ
ン
な
ど
を
使
い
︑
窓
か

　
　

ら
差
し
込
む
日
差
し
を
遮
る

ふくしま涼み処

熱中症予防として暑さを

しのげるよう、気軽に涼
める場所です。ぜひご活
用ください。

・村内の涼み処・
役場 /図書館 /村

み ん な

民の店
すまいる /よろず案内所

こののぼり旗が目印です

スポーツドリンク飲みすぎていませんか？

　スポーツドリンクは激しい運動でエネルギーをた

くさん消費する人が摂取することが望ましいとされ

ている飲み物です。
　500㍉㍑のスポーツドリンクにはおよそ 25㌘の砂
糖が含まれており、飲みすぎると血
糖値が上がり、逆に喉が渇いてしま

う悪循環に陥ります。炭酸飲料や栄
養ドリンクにも砂糖が多く含まれて

いるので注意が必要です。

130㌔㌍
角砂糖９個分

長井美
み く

紅 主任栄養士

元気に夏を

乗り切ろう！

首

緑川敦
あ つ こ

子 主事

住民福祉課

住民福祉課
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行政

ＮＡＶＩ

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

早
期
発
見
で
あ
な
た
を
守
り
ま
す

　

生
涯
に
乳
が
ん
を
患
う
女
性
は

９
人
に
１
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
︑
早
期
発
見
・
早
期

治
療
で
ほ
と
ん
ど
が
完
治
し
ま

す
。
早
期
発
見
の
た
め
定
期
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
は
完
全
予
約
制
で
す
。
国

の
指
針
に
よ
り
乳
が
ん
検
診
は
２

年
に
１
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
受
診
し
な
か
っ
た
人
は
必
ず
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

会
場

　

村
保
健
セ
ン
タ
ー

日
程

　

下
記
の
と
お
り

対
象

　

40
歳
~
79
歳
の
女
性

　

※
年
齢
は
令
和
８
年
３
月
31
日

　
　

到
達
年
齢

検
査
項
目

　

40
歳
~
49
歳

　

︙
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
２
方
向

　

50
歳
~
79
歳

　

︙
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
１
方
向

自
己
負
担
金

　

40
歳
~
74
歳
︙
１
０
０
０
円

　

75
歳
~
79
歳
︙
無
料

　

41
歳
︵
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
︶
︙
無
料

申
込
方
法

　

７
月
22
日
︵
火
︶
ま
で
に
電
話

ま
た
は
申
込
み
フ
ォ

ー
ム
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
住
民
福
祉
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　

☎
４
９-

３
１
１
２

︵
所
有
者
︑賃
借
者
︑購
入
予
定
者
︶

で
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

　

て
ら
れ
た
住
宅

②
木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

③
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
耐
震

　

診
断
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

個
人
負
担

　

１
戸
６
０
０
０
円

　

詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
地
域
整
備
課
建
設
係

　
　
　
　
　

☎
４
９-

３
１
１
４

　

耐
震
補
強
を
行
う
こ
と
で
︑
地

震
に
よ
る
住
宅
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。村
は
︑

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
者
を
派
遣

し
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

診
断
を
希
望
す
る
人
は
︑
地
域

整
備
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
戸
数

　

１
戸

申
込
期
限

　

令
和
７
年
８
月
29
日
︵
金
︶

補
助
要
件

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
戸

建
て
木
造
住
宅
の
所
有
者
な
ど

一
生
に
一
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
か
は
検
査
を
受
け
な
い
限
り
分

か
り
ま
せ
ん
。
も
し
感
染
し
て
い

て
も
︑
早
期
治
療
に
よ
り
︑
完
治

や
肝
が
ん
へ
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

◎
住
民
総
合
健
診
で
肝
炎
ウ
イ
ル

　
ス
検
査
を
行
い
ま
す

期
間　

令
和
７
年
７
月
13
日︵
日
︶

　
　
　
　
　
　
　
　

~
18
日︵
金
︶

場
所　

公
民
館

対
象　

40
歳
ま
た
は
41
歳
以
上
で

　

今
ま
で
に
検
査
を
受
け
て
い
な

　

い
人

自
己
負
担
金　

無
料

申
込
み　

希
望
す
る
人
は
電
話
で

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
※
３
月
に

　

 

受
診
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人

　

そ
の
他
︑
県
の
委
託
医
療
機
関

や
県
内
の
各
保
健
所
に
お
い
て
も

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
住
民
福
祉
課
健
康
係

　
　
　
　
　

☎
４
９-

３
１
１
２

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
︑
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
慢
性

的
な
炎
症
が
繰
り
返
さ
れ
︑
肝
臓

細
胞
が
壊
れ
て
い
く
病
気
で
す
。

症
状
が
進
行
す
る
と
肝
硬
変
や
肝

が
ん
を
発
症
し
ま
す
。

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器

　

肝
臓
は
﹁
沈
黙
の
臓
器
﹂
と
言

わ
れ
︑
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
も
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
︑
気
付
か
な
い
う
ち
に
重
症

化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

全
国
２
０
０
万
人
以
上
が

無
症
状
の
感
染
者

　

特
に
︑
肝
が
ん
の
原
因
と
な
る

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
る
が
症
状
が
無
い
人

は
︑
全
国
に
２
０
０
万
人
以
上
い

る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
肝
が
ん

の
原
因
の
お
よ
そ

50
％
は
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
で
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強

地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

７
月
28
日
は
日
本
肝
炎
デ
ー

戸籍フリガナの通知書戸籍フリガナの通知書を発送します

問住民福祉課住民係　☎４９-３１１２

　改正戸籍法の施行に伴い、戸籍にフリガナが記載されます。鮫川村本籍の人への通
知書の送付時期は、下記のとおりです。

申込みフォーム

▶発送日　令和７年７月下旬
※ハガキが届くまで、1～２週間程度
　かかる場合があります。

▶発送物　圧着ハガキ

通知のフリガナが正しい

時は、届出をしなくても

通知のとおり戸籍に記載
されるから大丈夫！

詐欺にご注意ください

〇届出にあたり、法務省や市町村に金銭を支払うよう要求するこ

　とはありません。届出の際に手数料はかかりません。
〇届出をしなくても罰則はありません。

問専用コールセンター　☎０５７０-０５-０３１０

詳細はこちら

検診日 受付時間 定員

10月 22日㊌
午前９時～午前10時 50人

午後1時～午後1時 30分 25人

10月 27日㊊ 午前９時～午前10時 60人

■乳がん検診日程

　通知が届いたら必ず内容を確認し、フリガナに誤りがある場合
は届出をしてください。届出は、郵送や窓口、オンライン（マイ

ナポータル）からも行えます。

詳細はこちら

■異動［６月 24日付］
【主任主事相当職】―▶芳賀峻農林商
工課主任主事（総務課主任主事）
■異動［７月 1日付］
【係長相当職】―▶本郷睦総務課税務
係長兼出納室係長（総務課税務係長）
■退職［６月 30日付］
▶小松由希総務課主任主事

11

人事異動 ※（　）内は旧役職

※前年度受診していない人を優先します。
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　鮫川中学校（小野里高広校長）で６月20日（金）の５・６校
時に、スポーツ大会が行われました。学年対抗の５人６脚や

リレー、３学年縦割りで行う綱引きなどの競技が行われ、熱
い声援や歓声が校庭に響きました。縦割りの３チーム対抗で

行った綱引きでは、３年生がリーダーシップを発揮し、指揮
をとる姿が見られるなど、学年の垣根を超えた仲の良さが伝
わってきました。

ほ っ と ニ ュ ー ス

　６月10日（火）に鮫川小学校（吉田智校長）の３年生６人
が、体育館裏の畑に大豆の種蒔きを行いました。今年も松本
哲明さん（二反田）を講師に迎え、村の特産品である大豆づく

りを学びます。今年度は児童数が少ないこともあり保護者も

応援に駆け付け、松本さんの指導のもと大豆を蒔きました。
また、今年は畑の一部を松本さんの機械で蒔き、児童は興味
深く機械の説明も受けていました。 松本さん指導のもと大豆を蒔く児童と保護者

鮫川小学校３年生が大豆づくり

　村ゲートボール協会（坂本忠雄会長）は、６月４日（水）、さ
ぎり荘ゲートボール場で村長杯争奪ゲートボール大会を開催
しました。各地区から７チームおよそ40人が参加し、朝９時か

ら白熱した頭脳戦を繰り広げました。見事、渡瀬地区の女性
のみで編成した渡瀬Ｂチームが優勝し、今大会から新調され

た優勝杯が贈られました。▶優勝＝渡瀬Ｂ▶準優勝＝西山▶
３位＝西野、渡瀬Ａ

村長杯争奪ゲートボール大会
渡瀬Ｂチームが制す

白熱したプレーを魅せる参加者

赤ちゃんとのふれあいを楽しみました

鮫川小学校６年生が思春期ふれあい体験
こんにちは赤ちゃん

　６月12日（木）に鮫川小学校（吉田智校長）の６年生が、村
内の親子３組（生後４か月１人、生後７か月２人）と触れ合いま

した。児童は妊娠中大変だったことや名前の由来などをお母
さんに積極的に質問しました。おもちゃで一緒に遊んだり、ミ
ルクをあげたりするなど、赤ちゃんとの触れ合いを楽しんだ児
童は「小さくてかわいくて、いやされました」と感想を述べま

した。

村の特産品を学ぶ

　６月20日（金）、鮫川漁業協同組合（岡部廣組合長）は鮫川
水系にヤマメの稚魚を放流しました。稚魚の放流に参加した

こどもセンター（小針富子園長）の園児13人は、ひとりづつヤ

マメの稚魚が入ったバケツを持ち、商工会職員駐車場下の河
川敷からおよそ１０００匹の稚魚を放流しました。園児は「大
きく育ってね」と声をかけ、稚魚が元気に泳ぎ出す姿を見送り
ました。 ヤマメの稚魚を放流する園児

こどもセンター園児がヤマメの稚魚を放流
ヤマメさん大きく育ってね

　６月は牛乳月間です。地元酪農家のファームつばさの清
水大翼さん・奈々さん夫妻(葉貫）らは、子どもたちの牛乳や

酪農への関心を高めるため、６月24日（火）にこどもセンター

（小針富子園長）を訪問し、酪農に関する講話を行いました。
清水さんらは牛や牛乳のことを、ゲストの牛２頭を交え説明
し、子どもたちはクイズに挑戦するなど、楽しく酪農について

学びました。 みんなで記念撮影

こどもセンターで酪農理解醸成活動

鮫川中学校でスポーツ大会
校庭に歓声響く

笑顔でゴールする３年生

ラストスパートをかける小学１・２年生女子

第34回さわやか高原ロードレース大会
高原の中駆け抜ける

　６月15日(日）に鹿角平観光牧場で、第34回さわやか高原
ロードレース大会が開催されました。当日は雨天が心配され

ましたがレース開始時には雨雲が去り、村内外から参加した

およそ２３０人が鹿角平の高原を駆け抜けました。鮫川小学
校の児童はマラソン大会も兼ねており、日頃の練習の成果を

存分に発揮しました。今大会では鮫川中学校の生徒９人がボ

ランティアとして参加し運営をサポートしました。

酪農について学ぼう

三世代でゴール 勢いよくスタートする一般の部参加者
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俳　

句

霧
の
村
茅
葺
屋
根
の
集
会
所

渡
辺

　
家
造

山
肌
の
伐
採
跡
や
梅
雨
間
近

山
本

　
恵
子

洗
車
後
の
煌
め
き
ご
と
く
衣
更

服
部

　
啓
一

夏
暖
簾
く
ぐ
り
て
地
酒
た
ず
ね
け
り

鏑
木

　
重
正

麦
秋
や
旅
の
終
り
の
土
産
買
う

斎
須

　
信
子

短　

歌

歌
会
に
て
古
き
歌
集
に
出
会
い
お
り
亡
き

母
の
短う

た歌
見
つ
つ
涙
す

赤
坂

　
和
子

な
べ
を
持
ち
食
物
を
待
つ
ガ
ザ
の
子
ら
日

本
の
子
ら
は
幸
せ
満
ち
て

藤
田
智
枝
子

米
ひ
か
り
塩
遠
ざ
け
た
青
菜
喰
む
老
老
二
人

自
給
の
野
菜

服
部
　
啓
一

さ
さ
や
か
な
不
安
も
薄
く
安
ら
ぎ
し
朝
日

を
浴
び
て
し
ば
し
佇
む

須
藤
　
幸
子

投

稿

句

稲
の
中
カ
エ
ル
一
日
鳴
き
ど
う
し

宗
田
　
　
稔

著者は、人口減や地方消滅を悲観
する必要はないと喝破し、「山奥」
を希望の地と捉えます。環境保全
と人間中心の働き方、地域の食文
化に根ざした多様なスローフード

等を軸に「一流の田舎」を創造す

る戦略を提示。本書に登場する小
さくても魅力ある地域づくりの実
例は、きっと鮫川村の未来づくりに

も参考になるはずです。

言わずと知れた本書ですが、今だ

からこそ紹介。センス・オブ・ワン

ダー（本書では「不思議さに驚嘆
する感性」と訳されている）は、
木々が青々と染まり、花の香りが

立ちこめ、生き物たちが生き生き

と動き出す、これからの季節に役
立つことでしょう。自然のにおい

が届いてきそうなカーソンの文章
を、雨の日のお供にどうぞ。

第３土曜日は 
家族一緒に読書の日
←新着図書はコチラ

著：レイチェル・カーソン（新潮社）

山奥ビジネス 一流の田舎を創造する 

著：藻谷ゆかり（新潮社）

BookBook
図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

み ん な の ペ ー ジ

あくつ・こうすけ●2003年５月生まれ。
大字西山字後折戸在住。22歳。休みの
日は１日中家でカラオケをしています。

323村民【随想】リレー

阿久津 好輔さん

歌好きな私

ま
す
。
配
信
を
し
な
く
て
も
︑
延
々
と
歌

を
歌
っ
て
楽
し
く
休
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
民
家
が
離
れ
て
い
る
の
で
︑
ス
ピ
ー

カ
ー
を
大
音
量
で
鳴
ら
し
て
も
大
丈
夫
な

の
で
助
か
り
ま
す
︵
笑
︶

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
歌
の
技
術
を
上
げ
て
︑

県
大
会
や
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
入
賞
︑
そ
し

て
中
学
生
の
時
か
ら
の
目
標
で
も
あ
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
に
本
選
出
場
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
を
い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
い

る
友
人
家
族
︑
地
元
地
域
の
皆
さ
ん
︑
あ

り
が
と
な
い
‼

次
号
は
︑
岩
渕
麻
美
さ
ん
︵
折
戸
︶
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
！

　

私
は
現
在
︑
自
宅
か
ら
矢
吹
町
の
職
場
ま
で

通
勤
し
て
お
り
︑
毎
日
汗
を
流
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
な
の
で
４
年
が

経
ち
ま
し
た
が
︑
最
初
の
１
︑
２
年
は
人
間
関

係
に
悩
み
な
が
ら
も
︑
上
司
や
同
僚
︑
家
族
の

助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
来
た
つ
も
り

で
す
。
今
は
仕
事
も
随
分
覚
え
色
々
な
部
署
で

作
業
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
し
︑
人
間
関
係

も
上
手
く
や
っ
て
い
け
る
か
な
︑
と
少
し
自
信

が
も
て
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
︑
年
に
一

回
の
研
修
旅
行
も
全
国
色
々
な
土
地
を
選
べ
る

の
で
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
北
海
道

の
予
定
で
す
。

　

さ
て
︑
歌
好
き
な
私
と
い
え
ば
︑
休
み
の
日

は
︑
高
校
時
代
の
同
級
生
と
旅
行
や
食
べ
歩
き
︑

買
い
物
︑
仕
上
げ
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
は

も
ち
ろ
ん
の
事
︑
自
身
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
週
末
は
ラ
イ
ブ
配
信
を
し
て
い

A
KU

TSU
 KO

U
SU

K
E

A
KU

TSU
 KO

U
SU

K
E

センス・オブ・ワンダー

奥
の
鮫
川
文
芸
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
俳
句
・
短
歌
に
興
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副村長おすすめ！

村に生息する鳥の声をきこう

村に生息する鳥たちの特設ページを開設

　美しい里山景観を誇る鮫川村には、年間を通してさまざま

な鳥たちが生息しており、自然風景に溶け込む個性豊かな鳴
き声を聞くことができます。こうした日
常は村の魅力でもあります。
　関係人口創出アプリ「さめがわむらぶ」
では、村内で生息が確認できた鳥たちの

情報をまとめた特設ページを開設してい

ます。登録されている鳥の鳴き声は、村内
の景勝地などに設置された鳥の声専用の二次元コードを読み

取ると聞くことができます。各スポットを巡り、村に生息す

る鳥の声を聞いてみましょう！
問村づくり推進室村づくり推進係　☎５７-６３３２

▲くわしくはこちら
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　ハローワーク白河では、介護事業所を４社
招き、直接担当者と相談や面談ができる「介
護職ミニ面接相談会」を開催します。仕事の

内容や、やりがいなどを各事業所が説明しま

す。介護職に興味のある人はぜひご参加くだ

さい。
日時　令和７年７月 17日（木）
　　　午後 1時 30分～午後３時 30分
場所　ハローワーク白河　地下会議室
申込み　事前に申込みが必要です。電話で問
　い合せ先にお申し込みください。
問ハローワーク白河職業相談部門
　☎０２４８-２４-１２５６

情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

・ふるさと納税 … 34 件

■開庁時間　平日 ８時３０分～１７時１５分

住民票や所得証明書などをお求めで、業務時間内の来庁が難し
い人は、事前に電話をいただければ時間外でも対応が可能です。
土日祝日の交付はできませんのでご了承願います。

災害時対応電話 　　　　　　
☎ 49-3302・☎ 49-3303

■ふるさと納税・寄付［５月受理分］
※村社会福祉協議会への寄付は除く

ふるさと納税サイト

鮫川村役場
（代表・総務課）　☎ 0247―49―3111

FAX 0247―49―2651

・固定資産税第２期　　　

・国民健康保険税第２期　…　　【納期限：７月31日】

・介護保険料第２期　　　

■今月の納税

介護職ミニ面接相談会を開催

地元に戻って働きたい人へ

福島県防災アプリに登録しましょう

　県南地方振興局では、地元に戻って働きた

いと考えている人や地方で暮らしたい人に向
けて、転職をサポートする「しらかわ地域に

特化した転職サイト」を運営しています。
　県南地域内では、正社員求人を出している

企業が多数あり、理想の仕事と出会えるチャ

ンスがあります。
▼こんな人が身近にいたらぜひお知らせくだ

さい！
　・地元で働きたいと考えている家族
　・Ｕターン・Ｉターンを検討している人
　・首都圏から地方の暮らしに関心がある人
　詳しくはサイトをご覧ください。
問県南地方振興局企画商工部
　地域づくり・商工労政課
　☎０２４８-２３-１５４６

デマンド交通「さめばす」
（予約専用）　☎070―3791―0488

　集中豪雨などで河川が増水しやすい時期に

なります。福島県防災アプリを登録し、命を守
る防災情報を入手しましょう。防災アプリで

は防災情報のプッシュ通知やふくしまマイ避
難シートの作成など、いざという時に速やか

に避難するための多くの機能を備えています。
プッシュ通知…命を守る情報を随時お知らせします

マイ避難シート…いざという時の行動をまとめて

　おけます

防災マップ…ハザードマップ・避難所情報をラク

　ラク把握できます

グループ安否…万一の際に家族と

　位置を共有できます

備蓄品リスト…人数に合わせた備蓄
　品リストを自動で作成できます

問福島県危機管理課
　☎０２４-５２１-８６５１

トレーニングセンター夜間プールが
始まります

　７月 19日 (土）からトレーニングセンター

夜間プールを開始しますのでご利用ください。
利用期間　令和７年７月 19日 (土 )～
　　　　　　　　　　令和７年８月 24日（日）
利用時間　午後７時～午後８時 50分
夜間休業日　毎週月曜日・祝日およびお盆（８
　月 12日～８月 15日）の夜間
その他　係員の指示に従い、プール使用上の

　注意を守り、けがのないようにしましょう。
　また、ウィズコロナに向けた視点から新型
　コロナウイルス感染拡大予防の対応にご協
　力ください。
問トレーニングセンター

　☎４９-３２９５

国民年金保険料のお支払いが
困難な人へ

　収入の減少や失業などにより国民年金保険
料を納めることが経済的に困難な場合は「保
険料免除制度・納付猶予制度」の手続きをす

ることで、保険料が全額または一部免除にな

る場合があります。
対象　国民年金第一号被保険者
【免除制度】
　本人、配偶者、世帯主の前年所得が一定以
下の場合や失業などの理由がある場合は、申
請により保険料の納付が全額または一部免除
になります。
【納付猶予制度】
　50歳未満の人で、本人、配偶者の前年所得
が一定以下の場合は、申請により保険料の納
付が猶予されます。
※免除などでの「年度」は７月から翌年６月
　までになります。　（例）令和７年度…令和
　７年７月～令和８年６月
【失業した場合】
　失業したことにより免除申請をする場合、証
明書類（雇用保険受給資格者証または雇用保険
被保険者離職票の写し）の添付が必要です。
問住民福祉課住民係
　☎４９-３１１２
問日本年金機構白河年金事務所
　☎０２４８-２７-４１６１詳細はこちら

　生涯現役社会実現と、地域社会の福祉と活
性化に寄与することを目的にシルバー人材セ

ンターの事業が行われています。
　現在、村シルバー人材センターでは 40人（平
均年齢 74歳）の会員が登録されています。会
員を随時募集していますので、入会を希望す

る人はお問い合わせください。
問村シルバー人材センター　☎４９-２１７１

シルバー人材センターで
働いてみませんか

　７月発送分の請求書から、圧着ハガキで郵
送しますのでお間違えのないようご注意くだ

さい。また、コンビニエンスストアやスマー

トフォン決裁サービスなどでのお支払いが可
能になりますのでご活用ください。
支払場所　
　村商工会 /コンビニエンスストア /スマホ

　決済サービス /銀行
　※払込受領書は領収書の代
　　わりになります。大切に

　　保管してください。
問村シルバー人材センター

　☎４９-２１７１

シルバー人材センター利用の
請求方法が変わります

詳細はこちら

北海道・三陸沖後発地震注意情報
が発表されたら？

　２０２４年８月８日、運用開始以来、初の

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が

発表されました。この情報の発表期間中、関
東から九州の各地で、日頃からの地震への備
えの再確認などが呼びかけられました。
▶北海道・三陸沖後発地震注意報が発表されたら？
　発表から１週間、日頃から地震への備えの

再確認、すぐに避難できる態勢の準備などを

行ってください。なお、水や食料の備蓄は、
慌てて買い出しに行くことが無いよう、普段
から定期的に確認しておきましょう。
▶日頃から地震の備えを忘れずに！
　北海道・三陸沖後発地震情報が発表されて

も、発表期間の１週間に、被害を伴うような

大地震が発生しないことがほとんどです。また、
巨大地震が何の前触れもなく発生する場合もあ

ります。突発的に地震が発生した場合に備えて、
日頃から地震への備えを徹底しましょう。

北海道・三陸沖後発地震
注意情報

南海トラフ地震
臨時情報
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